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特集

啓発活動や健康教室にも役立つ!
熱中症対策2013
熱中症を理解する どんなときにおこるのか，なぜ危険なのか，
どうすれば防げるか 有賀徹

とくに気をつけたい高齢者の熱中症 岩田充永

職場における熱中症対策 澤田晋一

厚生労働省における熱中症対策と保健師への期待
山本あや

三条市における熱中症対策 長谷川佳美

公衆衛生看護の再構築に向けて
第22回地域保健・医療・福祉活動研究会

重症心身障害児・者のきょうだい体験
ライフストーリーの語りから 笠井聡子

事例集 新しい健康日本21の取り組み 稲葉陽二
姫井先生と考える 健康に生き抜くためのヒント 姫井昭男
「困りごと」から考える

地域づくり型保健活動の考え方と進め方 岩永俊博
町で暮らし人と出会う 森まゆみ
ニュースウォーク 白井正夫
研究室からのメッセージ 岩手県立大学

今月は「説明」をサービスとし

てとらえる，という特集でした。

いつもとは少し毛色が異なる特集

だったかと思いますが，いかがで

したでしょうか。サービスそのも

のではなく，それに付随するもの

の質を上げるという発想は，日常

のいろいろな場でも応用できるは

ず。いわゆる「見える化」もこう

した考え方で進めてみるのもよい

かもしれません。 さて，このた

び『保健師ジャーナル』編集室か

ら異動することになりました。入

社から3年間，取材や編集をとお

して皆様に学ばせていただきまし

た。今後は別の雑誌を担当するこ

とになりますが，保健師の皆様に

学んだ「魂」を活かして成長して

いきたいと思っています。(小路)

今月から，「事例集：新しい健

康日本21へのヒント」の連載が

始まりました。4月号の311頁で

もお知らせしましたように，第2

次「健康日本21」がめざす「健

康寿命の延伸」「健康格差の縮小」

などをめざした活動に取り組んで

おられる読者の皆様の投稿を紹介

する連載です。 今月の特集にな

らって言えば，まず何を伝えたい

かを明瞭にしてください。それを

読者に伝わるように，明瞭な言葉

で表現するだけでよいのです。ち

ょっとした取り組みが別の形でヒ

ントになって，さらに発展するか

もしれません。執筆に挑戦してい

ただいて，ご投稿いただきたいと

思います。多くの皆様のご投稿を

お待ちしています。 (杉之尾)
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